
学校教育目標

・自ら考え、自ら学び、自ら鍛える教育
・人間相互の理解と信頼を深め、調和的成長をめざす教育
・責任を重んじ、豊かな社会性と公正な判断力を養う教育

〒064-8624
北海道札幌市中央区宮の森４条８丁目１番地
ＴＥＬ：011-611-4401 ＦＡＸ：011-611-4403
ホームページアドレス http://www.sapporonishi.hokkaido-c.ed.jp/

学校案内

学校教育目標

北海道札幌西高等学校定時制課程

大切なのは学びたいという気持ち
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総合的な学習の時間

ホームルーム活動

学 習

○ 基礎的・基本的な学習を重視し、わかりやすい授業を心がけています。

○ 苦手科目については補習などを、進学希望者には個別指導などで対応します。

○ 成績は、定期試験だけでなく、日常の授業への取組や提出物の状況なども含めて評価します。

○ 高等学校卒業程度認定試験の合格科目や各種資格検定の合格を卒業単位として認めているため、

３年間で卒業することも可能です。

＜平成２７年度入学生教育課程表＞

個に応じた指導の充実

在籍生徒数が少ないことから、

あらゆる教育活動の場面において、

個に応じた丁寧な指導を行っております。

落ち着いた環境で、学校生活を送ることができます。

ここがポイント！

ここがポイント！



進 路
＜主な進路先＞

進学） 札幌学院大学 北海道科学大学 北海道自動車短期大学 北海道柔道整復専門学校

道立高等技術専門学院 エスワン動物専門学校 吉田学園動物看護専門学校

就職） 北海道エネルギー 鈴木商会 自衛官 ラーメン兜 札幌集団給食事業協同組合

諸費用

平成２７年度実績

入学時諸納金 授業料・諸納金（１２ヶ月） 合 計

現 金 ３９，５００円
８，５５０円 × １２ １４４，２００円

収入証紙 ２，１００円

※ 入学時諸納金には、学校指定ジャージ・靴の代金も含まれます。

※ 月別諸納金には、修学旅行積立金も含まれます。

奨学金
本校には、様々な奨学金を受けている生徒がいます。奨学金には、給付型（返済が不要）のものや、

貸与型（返済が必要）のものなどがあります。ほとんどの奨学金が４～５月の申込となっています。

＜奨学金例＞

奨学金名 給付・貸与 給付額・貸与額

（一般財）札幌西高会奨学生 給付 年間 １２万円

日本学生支援機構 貸与 月額 ５～１０万円

給 食
本校には、全生徒対象に、米飯を主とした給食があります。

栄養バランスのとれた温かく心のこもった給食は、生徒の安らぎ

にもなっています。

給食時間は１６：５５からと、１８：３０からの２回あります。

給食費は安く、１ヶ月約３，０００円です。

食物アレルギーの生徒には、相談に応じますので、ご安心下さい。

部活動
本校には、バドミントン部、サッカー部、野球部、バレーボール部、文芸

同好会の５つの部・同好会があります。部・同好会活動は、毎週水曜日と金

曜日の放課後に行っています。

ここがポイント！

ここがポイント！



☆ 学 校 所 在 地 ☆

◆交通のご案内◆

地下鉄東西線「西２８丁目」下車 → 徒歩１５分

地下鉄東西線「西２８丁目」下車 → JR バス（西21・循環西21）「西高前」下車 → 徒歩２分

地下鉄東西線「宮の沢」下車 → JR バス（山の手線[西２１]）「西高前」下車 → 徒歩２分

ＪＲ琴似駅・地下鉄琴似駅下車 → JR バス（琴40）「西高前」下車 → 徒歩２分

大正12年 札幌中等夜学校
↓

昭和９年 (財)札幌夜間中学校 (財)昭和中学校
↓

昭和18年 庁立札幌第二中学校夜間部
↓

昭和23年 北海道立札幌第二高等学校夜間課程
↓

昭和25年 北海道札幌西高等学校定時制課程

平成24年 定時制創立90周年式典挙行

夜学の父「北山新太郎」

北山新太郎は札幌で漆器関係の卸問屋を営んでいました。苦労してたたき上げた 北山は硬骨漢であり、人情家

でもありました。

北山は、学校が財団法人化申請のために金銭に困っているという話を聞き、即座に必要な金額を寄付する考えを

伝えました。北山は所有する千歳の山林２００ヘクタールを無条件で学校に寄付することを申し出たのです。基本

金の３万円はこうして確保することができたのでした。

また、財団法人化の許可を出さない文部省（現文部科学省）に乗り込み、学務局長に直談判に及び、文部

省許可を実現しました。

こうして昭和９年（1934 年）三月、財団法人・札幌夜間中学校が設立され、就業年限が５年制となり

ました。

北山は、その後も何かと夜間中学のことを気遣い、戦時中も時々学校に現れては授業を参観し、生徒を

励まし続けました。この「夜学の父」の思いは戦後、西高定時制の「北山新太郎翁奨学会賞」に受け継が

れており、これまで６５名（平成 26 年３月現在）の生徒が表彰を受けています。

北山新太郎 氏

沿 革


